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2009年10月8日07時03分（日本時間）に南太平洋のバヌアツ諸島でMw7.6の地震が発生した．その

15分後の同日07時18分に，それより約60km北方のサンタクルーズ諸島でMw7.8の地震が発生した。さ

らに同日08時13分にバヌアツ諸島（07時03分の地震の西方約15km）でMw7.4の地震が発生した（これ

らの地震のMwは気象庁CMT解によるモーメントマグニチュードである）．これらの地震の発震機構（気

象庁CMT解）は，いずれも東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断層型であった．また，いずれの地

震の震央位置も海溝軸の東側であり，震源の深さは60km以浅であった（米国地質調査所による）．

気象庁では，07時03分の地震について，07時26分に「北西太平洋津波情報」を，07時30分に「遠地

地震に関する情報第1号」を発表した．さらに07時18分と08時13分の地震についても，11時03分に「遠

地地震に関する情報第3号」として発表した．同日17時28分にMs6.8（Mは米国地質調査所による表面

波マグニチュード）の余震が発生し，気象庁では17時49分に「北西太平洋津波情報」を，17時53分

に「遠地地震に関する情報」を発表した．バヌアツのポートビラで0.3mの津波を観測したが，いず

れの地震に伴うものかの判断は困難である（西海岸/アラスカ津波警報センターによる）．Mw7.0を

超える3つの地震はいずれもインド・オーストラリアプレートと太平洋プレートのプレート境界付近

で発生した．これらの地震の震央周辺では，10月31日までに，これらの地震も含めてM5.0以上の地

震が83回発生したが，余震活動は収まりつつある．バヌアツ諸島周辺では，過去にもM7.0以上の同

程度の規模の地震が数日以内に複数回発生したことが何度かある1）．概要を第1図及び第2図に示す． 

Mw7.0を超える3つの地震について，気象庁CMT解の断層パラメータ及びモーメントマグニチュード

と米国地質調査所の震源要素をもとに，震央付近の上下変位量を推定した．この際，いずれの地震

についても，プレートの沈み込み方向と調和的な東傾斜の断層面を仮定した．断層の長さ，幅，平

均すべり量は宇津(2001)による標準的な値を採用した2）．この結果，1つ目の地震では最大1.9m，2

つ目の地震では最大2.7m，3つ目の地震では最大1.2mの上下変位量（隆起）が見積もられた（第3図）． 

また，07時03分の地震について，米国地震学連合の広帯域地震波形記録を収集し，遠地実体波を

利用した震源過程解析を行った．その結果，主なすべりは，破壊開始点よりもやや深い場所に求め

られた．断層長は約70kmであり，地殻内の剛性率を30GPaと仮定したときの最大のすべり量は約4m

であった．また，モーメントマグニチュードは7.5であった（第4図）． 

さらに，東海地域に設置している埋込式体積歪計で観測された波形記録から，07時03分の地震の

モーメントマグニチュードの推定を行った．気象庁CMT解を用い，モーメントマグニチュードを7.5，

7.6，7.7のいずれかと仮定し，一次元地球構造モデルPREM 3)の固有モード周期45～3300秒の重ね合

わせにより，理論体積歪を計算した．観測された波形記録と理論波形記録を比較した結果，体積歪

計で観測された波形記録の最大振幅を最も満足するのは，モーメントマグニチュードが7.6～7.7に

相当する場合であった（第5図）．07時18分の地震及び08時13分の地震についても同様に波形記録の

比較を行い，それぞれMw7.7～7.8及びMw7.3に相当する場合に最大振幅を満足した（第6図，第7図）． 
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第1図 2009年10月8日バヌアツ諸島周辺で発生した地震について 
Fig.1  The earthquakes in Vanuatu Islands Region on October 8, 2009. 



- 533 -

第2図 今回の地震の震源周辺のテクトニクス 
Fig.2  Tectonics around the hypocenters of these earthquakes. 
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第3図 CMT解から予想される海底上下変位量 
Fig.3  The ocean-bottom vertical displacement estimated from the CMT solution. 
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第4図 遠地実体波による震源過程解析 
Fig.4  Seismic source analysis by far field body-wave. 
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第4図 遠地実体波による震源過程解析 
Fig.4  Seismic source analysis by far field body-wave. 
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第5図 埋込式体積歪計の記録から推定される07時03分の地震のMw 
Fig.5  The moment magnitude of the earthquake at 07:03 estimated from strain seismograms recorded by 

the borehole volume strainmeters. 
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第6図 埋込式体積歪計の記録から推定される07時18分の地震のMw 
Fig.6  The moment magnitude of the earthquake at 07:18 estimated from strain seismograms recorded by 

the borehole volume strainmeters. 
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第7図 埋込式体積歪計の記録から推定される08時13分の地震のMw 
Fig.7  The moment magnitude of the earthquake at 08:13 estimated from strain seismograms recorded by 

the borehole volume strainmeters. 
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